
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は 2060 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,628 人     
女性   16,254 人    
合計   30,882 人    
世帯   13,525 世帯

( ＋ 53）
( ＋ 15）
( ＋ 68）

( ＋ 102）

人の動き
 （H31.4.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   7 月  1日月    口座振替  6 月 25 日火

町県民税（普通徴収）　　            　          第 1 期・全 期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
のむら・つばさ　会社員。。。キャンプなどアウトドアが好き。神崎出身
のむら・ゆか　歯科衛生士。料理やお菓子作りが趣味。西予市出身
のむら・おとは　動物が好き。学校の金管バンドではトロンボーンを
　頑張っている。小 6
のむら・ほのか　絵を描いたり鉄棒をしたりするのが好き。将来の夢
　はイラストレーター。小 4

家 族 の き ず な

　神崎に住む野村さんファミリー。月1回はキャンプに行くこ
とを目標にしている、アウトドア好きの仲良し家族です。
　季節を問わず、お友達家族と一緒に出掛けることも多いとい
うキャンプ。欠かせないのは、みんなが ｢火おこし名人｣ と口を
そろえる翼さんです。あっという間にテント張りを終えると、
乙葉さんと穂華さんが拾ってきた松ぼっくりや枝を使い、た
き火台で手際よく火をおこしていきます。そんな頼りがいのあ
る翼さんが、｢たくましくて行動力がある｣ とたたえるのは由香
さん。｢今から九州に行こう｣ など思い立ったら即行動のフット
ワークの軽さで楽しく家族を引っ張っています。
　料理が得意な由香さんの影響で、よく一緒にお菓子作りをする
乙葉さんと穂華さん。学校のお友達を家に呼んで一緒に作ること
も多く、2人は作り方を教えてくれる由香さんのことを｢とても
優しいお母さん｣ とにっこり。春休みには２人で夕食にカレーを
作っておくなど、仕事を頑張っている両親を思いやっています。
　沖縄や北海道など、行きたいところがたくさんあると話す野村さ
んファミリー。これからも家族の思い出がどんどん増えていきます。
　次回は、家族ぐるみで仲良しの、早瀬理沙さん＝東古泉＝
ファミリーをご紹介します。

野村翼さん  由香さん  乙葉さん  穂華さん 
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　「おはようございます！」
　岡田中学校は、元気なあいさつで1日がスタートします。
　私たちは、校訓 「強くあれ」のもと、「あいさつ、歌声、清
掃　日本一」を目指し、さまざまな活動に取り組んでいま
す。その一つとして、毎週火曜日、生徒玄関前で生徒会役員
と有志の生徒による朝のあいさつ運動を行っています。こ
れは、朝に元気なあいさつを交わすことで、気持ちの良いス
タートにしよう、コミュニケーションのきっかけにしようとい
う思いで続けているものです。
　最初は少なかったあいさつ運動への参加者も、回数を重
ねるたびに増えてきています。あいさつ運動に参加している
人にインタビューすると、「最初は友達に誘われて行っていた
けれど、2 年生の3 学期くらいから、自分からあいさつ運動
に参加するようになった」「最初は、学校に早く着いたら参
加する程度だったけれど、あいさつ運動がある日は少し早
めに来て参加するようになった」などの感想が聞かれまし
た。岡田中学校に、あいさつの輪が広がってきていると感じ
ています。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、岡田中学校のあいさつ運動
について紹介します。

学校自慢編

岡田中学校
生徒会役員の

皆さん

　　学内に広がる
　　あいさつの輪

あいさつ運
動の様子

しい」と笑う奈月さんの現在の目標は、6月に東京である
ピアノコンクールの全国大会で金賞を取ること。「緊張は
あまりしない。練習通り弾くだけです｣と意気込みます。
　｢ピアノをやめたいと思ったことは一度もない｣と口をそ
ろえる佑太さんと奈月さん。楽しくピアノを続ける2 人は、
これからも心に響く演奏を届けてくれることでしょう。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

　岡田小学校 3 年生の福住奈月さんと中岡佑太さんは、小学校
１年生から始めたピアノを頑張っています。
　週に1回ピアノ教室に通い、自宅でも教わったことを繰り返し
練習している2 人。お父さんがピアノを弾けることもあり、音楽
を身近に感じている佑太さんは、「おばあちゃんの勧めで興味を
持った」とピアノを始めたきっかけを話します。｢新しく習う曲は
楽譜を読むのが難しい｣と話す佑太さんですが、｢先生に 『覚える
のが早いね』と褒められるとうれしい｣とほほ笑みます。
　一方、｢練習しても上手くいかないときは、お母さんに弾いても
らう｣と話す奈月さんは、昨年開催されたグレンツェンピアノコン
クール地区予選に出場。毎日欠かさない練習の成果が実を結び、
見事銅賞を受賞しました。「コンクールでいい結果が出るとうれ

「楽しいピアノに夢中」
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　今年度は、1人月1回のあいさつ運動への参加を目標に
活動していきます。
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